
教員の多忙化解消に向けた取組を推進します 
予算額  ５９，７９４千円 

 

 

「教員の多忙化解消プラン」に基づき、教員の負担軽減を図り、質の高い教育を持続的に行うための環境を整えます。 
 

「多忙化解消プラン」 

具体的な取組の柱 

長時間労働の是正に向けた 

在校時間管理の適正化 

業務改善に向けた 

学校マネジメントの推進 

部活動指導に関わる 

負担の軽減 
業務改善と環境整備に向けた取組 

平成３１年度 

重点取組事業 

 

学校業務改善推進事業費 

 

◎出退勤時刻記録の電子化 

３６２千円 

在校時間管理の適正化と

各教員のタイムマネジメン

トの意識向上を図る。 

(県立学校５校で試行(継続)) 

 

教員研修ＩＴ化事業費 

 

◎教員研修のＩＴ化 

５，５９１千円 

教員が在校のまま、自己

の都合に合わせて受講で

きるｅラーニング研修を

実施し、効率的な学校運営

を推進する。 

 

部活動指導員配置モデル事業費 

部活動指導員配置事業費補助金 

◎部活動指導員の配置促進 

４８，２４１千円 

単独で部活動の指導、大会への

引率等を行う部活動指導員を配

置する。 

・高等学校12校へのモデル配置 

・中学校へ配置する市町村への

補助 

 

スクール・サポート・スタッフ配置事業費補助金 

 

◎スクール・サポート・スタッフの配置促進 

５，６００千円（新規） 

授業準備など補助的な業務を担うスクール・サ

ポート・スタッフを中学校に配置する市町村への

補助を行う。 

  

 

その他の取組 

○メンタルヘルス対策の推進 

臨床心理士による面談相談

を実施し、教員のメンタルヘ

ルス対策を推進する。 

 

○ストレスチェックの実施 

心理的負担を把握するスト

レスチェックを実施する。 

○体系的な教員研修の実施 

研修計画の中に、学校マネ

ジメントに関する研修を重

点的に位置付け、教員のキャ

リアステージを見通した体

系的な研修を実施する。 

○運動部活動指導者研修の開催 

指導経験の浅い教員を対象に、

部活動の指導上の留意点や技術指

導等に関する研修会を実施する。 

 

○部活動指導ガイドラインの周知徹底 

 平成30年９月に策定した「部活

動指導ガイドライン」の周知徹底

を図る。 

○専門スタッフの配置 

・スクールカウンセラー 

・スクールソーシャルワーカー 

・定時制課程単位制教育相談事務員 

・語学相談員 

・外国人生徒等教育支援員 

・就労アドバイザー 

・キャリア教育コーディネーター 

・部活動専門指導員 

・ＩＣＴ支援員 

○教職員定数の充実   小中学校  専任＋１０４人、非常勤＋１９人 

新学習指導要領の円滑な実施と学校における働き方改革のための指導・運営体制の構築のため、教職員を増員する。   

教育委員会高等学校教育課 

教科・定通指導グループ 

内線 ３９０３・３９０４ 

（ダイヤルイン）０５２－９５４－６７８７  

と り ま と め 

教育委員会教育企画課 

教 育 政 策 グ ル ー プ 

内線 ３８１２・３８２１ 

(ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ)052-954-6827 



 


